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大会テーマ 

「夢をつなぐ美術教育の未来」 

ごあいさつ 
 第39回美術科教育学会 静岡大会を静岡県コンベン
ションアーツセンター（グランシップの９Ｆ、10Ｆ）
で開催いたします。「夢をつなぐ美術教育の未来」を大

会テーマとし、研究発表、研究部会、総会に加え、「ホ

ビーのまち静岡」を楽しんで頂けるような講演会等を

企画しました。 
多くの皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

 

第 39回美術科教育学会静岡大会 

http://artedu-shizuoka.com 
 
◆主催 美術科教育学会 
◆協力 日本美術教育学会 大学美術教育学会 
◆会期 平成29年3月28日（火）・29日（水） 
◆場所 静岡県コンベンションアーツセンター 

（グランシップ９・10Ｆ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
開催場所：JR東静岡駅南口から徒歩3分 

 
◎ホビーに関する講演会 ＆ 見学ツアー 
静岡市は「ホビーのまち」として知られ、ものづく

りが盛んな地域です。地場産業であるプラモデルの生

産量は日本の９割、世界の５割を占め、世界一と言わ

れています。静岡市は毎年、世界最大のホビーの祭典

として知られる「静岡ホビーショー」、「トレインフェ

スタ」、「クリスマスフェスタ」など、模型・ホビーに

関する様々なイベントを催し、国内外に街の魅力を発

信しています。 
夢と感動を与える最新のモノづくりや「ホビーのま

ち」の魅力を感じて頂ければと、ホビーに関する講演

会＆見学ツアー（各自鑑賞）を企画しました。 
 

○ホビーの講演会＆見学 

ホビーのまち静岡 「世界中に夢と感動を！」 

 

〈講演会〉 

演題：「“MADE IN JAPAN”にこだわり抜いた

モノづくり」 

講師：佐々木克彦氏（バンダイ ホビー事業部 

 チーフマイスター） 

     バンダイホビー事業部 各担当者 

 

〈見学ツアー〉 

★会 場：静岡ホビースクエア 

 
〇日程 

第１日目 平成２９年３月２８日（火） 

9:00 受付 
9:40 研究発表Ⅰ 

11:55 昼休み 
12:50 研究発表Ⅱ 
14:20  開会式 
14:30 講演会 
17:00 静岡ホビースクエアの見学（参加自由） 

18:30 懇親会（ホテルアソシア静岡 3F 駿府） 
 

第２日目 平成２９年３月２９日（水） 

9:00 受付 
9:30 研究発表Ⅲ（三学会研究交流会） 

12:00 総会 
12:50 昼休み 
13:30 研究発表Ⅳ 
14:55 研究部会交流会 ※16:55終了 

静岡大会 （最終案内） ～ホビーのまち静岡へようこそ！ 
第 39回美術科教育学会静岡大会 大会実行委員長 
伊藤文彦(静岡大学) 

３



◎学会参加費 

 
◎懇親会費 

 
※「大学美術教育学会」又は「日本美術教育学会」

の会員の場合も本学会会員と同様に、正会員の料金

で参加できます。 
※懇親会の料理を用意する都合上、できるだけ事前申

込みにご協力をください。 
 
■事前参加申込 
事前参加申込みについて、第 39 回美術科教育学会

静岡大会のＨＰ（http://artedu-shizuoka.com/）よ

り、お申込みください。 
 
※入金締切日までにご入金いただけない場合、事前参

加登録は自動的にキャンセルされます。 
 
■申込方法 
静岡大会の事前参加申込については、「オンライン大

会登録受付システム」を使って行いますが、参加申込

については当日でも可能です。 
 
■申込締切  

2017年 2月 28日（火） 事前参加費 締切 

申込期限・時間を過ぎるとオンラインシステムで登録

は出来なくなります。余裕をもって、期限までに登録

してください。 
 
■オンライン登録システムに関する問い合わせ 
中西印刷株式会社 Tel: 075-415-3661 

  E-mail: artedu39@nacos.com 
第39回美術科教育学会静岡大会 
大会システムサポートデスク 

（参加申込・発表申込・概要集） 
■大会に関する問い合わせ 
第39回美術科教育学会静岡大会実行委員会 
（事務局長） 芳賀正之 

Tel: 054-237-9540（美術科資料室） 
E-mail: info@artedu-shizuoka.com 

〈宿泊等に関するお願い〉 
 
静岡市では全国規模の各種大会の誘致を促進して観

光客の増加を図っており、 大会主催者に対して「全国
大会開催事業補助金」が交付されています。大会実行

委員会では、この補助金を申請中ですが、静岡市内の

ホテル、旅館等への宿泊者を合計した数が100人（100
泊）以上となることが条件となっております。 
そこで、会場で配布する用紙（宿泊実績数調査票）

に、宿泊施設名、お名前、宿泊日数をご記入の上、宿

泊施設のフロントにご提出ください。また、この用紙

は大会専用のHPよりダウンロードできます。 
 静岡市内には、数多くのホテル・旅館等があります

が、JR 静岡駅周辺のホテル等をホームページで紹介
しておりますのでご覧ください。 
なお、静岡大会では、託児施設を設けておりません。 
大会運営にご理解、ご協力のほど、何卒よろしくお

願い申し上げます。 
 
〈会場までのアクセス〉 
 
★静岡県コンベンションアーツセンター 

「グランシップ」 

（〒422-8005 静岡県静岡市駿河区池田79-4） 
 

JRの場合 
①東海道新幹線（ひかり） 
 東京から1時間／新大阪から2時間、静岡駅下車 
②東海道本線 上り方面に乗換、東静岡駅まで約3分 
③東静岡駅南口からメインエントランスまで徒歩3分 
 
車での場合 
＊東名高速道路 静岡 I.C.から6km 、車で約20分 
＊新東名高速道路 新静岡 I.C.から9km 、車で約15分 
 
★ホテルアソシア静岡（懇親会会場） 

JR静岡駅（北口）から徒歩1分 
（〒420-0851 静岡県静岡市葵区黒金町56番地） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参加費 事前申込 当日申込 
正会員 4,500円 5,000円 
非会員（大学院生を除く） 5,500円 6,000円 
大学院生 
（社会人を除く、正会員を含む） 

2,500円 3,000円 

参加費 事前申込 当日申込 
正会員・非会員 5,500円 6,000円 

大学院生 3,800円 4,500円 

グランシップ：JR東静岡駅から徒歩 3分 

ホテルアソシア&ホビースクエア：JR静岡駅徒歩１分 

４
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高校美術教育の実践で、近年多く見受けられように

なったのは、地域貢献活動の一環としてのデザインワ

ークや、アートを介した地域の商店街との関わり等、

学びの環境を学校内の教室だけに留まらず、地域社会

へ発展させた授業である。 

社会の中で、これまでの培った力をどのように活用

するかについて思考することは、高校生の求められる

学びの大きな要素であろう。ただ、生徒が主体として

社会の中に美術やデザイン、工芸の知識や技能などか

ら課題を見出すためには、これまで、どのような学び

が必要かを考えなくてはならない。 

特に社会参画への意欲を高めることは、地域へ課題

を見出すために重要であろう。 

 

１ 生徒の包括的な社会や自然への視点と課題 

 

社会参画研究においては、1997年に子どもの様々な

社会参画への形態を 8 段階に分けた「参画のはしご

（The Ladder of Participation）」1）を提唱したRoger 

A. Hartの研究が有名である。Hartは、これまでの伝

統的な環境教育は、社会や政治、芸術、文化それぞれ

の学びのカテゴリの課題や問題についてのみのアプロ

ーチであるが、これからの新しい教育は、それぞれの

カテゴリすべてを含んだ環境全体から、カテゴリ毎の

課題にアプローチするべきだと述べている（図 1）2).。 

Hart の述べる社会参画の成長のためには、「社会や

世界の状況を幅広く視野に入れ」つつ、課題に触れる

学びが重要であるが、このことは、2018年度から順次

実施される次期学習指導要領でも、育成すべき資質・

能力として、教育課程の理念に組み入れられている。

これまでの、総合的な学習の時間だけでなく、より包

括的に社会や自然を捉えた上で、美術の視点から課題

をみつめ、その解決に向けた主体的な学びが必要とな

る。特に、社会や自然の課題を発見し、解決するデザ

イン活動では、解決すべき点だけに視点があれば、そ

の課題が解決されたために、別の視点において新たな

課題が生じてしまうトレードオフへの気づきができな

くなることもあろう。一つの事象に対して自分や他者、

自然として、あるいは集団として、多様な視点からの、

豊かなイメージを生徒自身で広げ、深めることが大切

である。 

そのために、カリキュラムを含め、学習環境の整備

も必要であるが、同時に、生徒がこれまでの経験、学

習の積み上げがあるのか、あるいは、どのような力を

つけているのかを知る必要がある。 

図1 Hartによるこれまでの環境教育と望ましい環境教育の比較 

 

２ HartのARPモデルと学ぶ力 

 

Hartは、主体的な社会参画意識を醸成するため、図

2 のように、Problem identification（課題特定）、

Analysis（分析），Planning（計画），Action（行動），

Evaluation and reflection（評価と反省）を繰りかえ

す「アクション・リサーチ・プロセス(Action Research 

Process)」3）（以下，ARPと表記）モデルを活用してい

る。アクション・リサーチは、 Kurt Zadek Lewin が

純粋科学と応用科学の統合をめざして 1940 年代に提

唱した実践研究の方法で 4）、社会における課題の実践

的な解決を目的にしている。この概念に、Hartは、子

どもたちの真の社会参画を生み出す基礎（basic to the 

creation）であるとして 5）、Problem identification

（課題特定）を加えた。ARP の学校教育での運用で困

難な点は、社会への参画学習の Action（行動）には、

世代間の意識や生活機能分類の偏り、伝統文化伝承に

ついての認識の差が、「社会の集団意識」として児童・

生徒の障壁となることを最初から前提としているとこ

ろである。この点を開発教育協会の小貫仁は「古い形

骸化したプロセスを乗り越える」6）とし、住民による

研究ノート 高校美術研究部会から 

美術教育における社会参画意識の醸成についての一考察 
清田 哲男（岡山大学大学院） 
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住民のためのコミュニティの構築の一歩として捉えて

重要視している。しかし、小、中学校では、これらの

力まで求めることは実質難しい。学校教育では、教員

が地域と協働して、発達段階に合わせ、障壁を擬似的

に作り出すことで児童・生徒の学びのサイクルに取り

入れる必要がある。 

 

 
図2 HartのAction Research Processのモデル 

 

 ARP を活用した具体的な実践例として、高校生が小

学生を指導する小・高連携による、社会参画意識の醸

成を取り上げる。小学生と高校生が交流学習をとおし

て、互いに参画意識を高め、地域文化の一端を担おう

とする構造である。図 3がこの小・高連携学習構造を

示したものであり、先述のARPに佐伯胖の述べる「文

化的実践」7）である価値の動きを重ね合わせたもので

ある。 

 

図3  ARPを活用した「文化的実践」の学習構造 

 

筆者の実践では、この構造を数年続けることで、次

第に、社会参画への意識を高めさせた 8）。この構造で

の実践で重要なことは、単なるスパイラルアップでは

な く 、 ２ 順 目 の 「 問 題 の 特 定 (Problem 

identification)」が、次学年の児童・生徒だというこ

とである。小学 4年になれば、高校生と「こんなこと

ができる」、あるいは、高校 3年になれば、「小学生と

こんなことができる」という「期待感」を持たせるこ

とを前提としている。先輩や先生方から伝えられる、

前年度の活動内容や課題設定等により、さらに参画の

意識を高める。 

5 年継続した実践では、最終的に高校生が地域の公

民館を借り、小学生と一緒に地域の方に対して竹灯篭

の製作を指導し、幻想的な灯篭の世界を作り上げた。

教員や学校の指示によるものでなく、高校生がこれま

での活動を把握し、次のよりよい活動を、児童と共に

作り上げる意欲によって活動が始まっていることが重

要となる。 

 

３ おわりに 

 

絵画の指導同様では、教師の描かせたい絵を児童・

生徒の手足を使って描かせるのではなく、児童・生徒

が描きたい世界を、どのようにすれば表現できるかを

考えさせ、描かせる指導が必要である。 

社会参画による表現活動も同様に、教師や地域社会

の大人がしたい活動を児童・生徒の手足を使って実現

させるのでなく、児童・生徒が考えるよりよい社会を

どのようにすれば表現できるかを指導することが必要

である。 

そのために、生徒の実態に合わせ、どのような学び

を前提に、どのような環境を準備できるかを考慮しな

ければならない。 

第39回静岡大会での高校美術研究部会では、地域で

の学びのために、自ら培う意欲や力を実践での具体的

に示すことができるよう、検討を行う。 

勿論、ARP を活用した展開だけでなく、他のカリキ

ュラムモデルの考え方へ広がる必要性があるが、一過

性のイベントではなく、学習計画に基づいた数年間持

続可能な学習活動が求められよう。 
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１．はじめに 

本リサーチフォーラムは，京都市南区の京都テルサ

を会場に開催された（2017年１月７日，13:30-16:30）。

開催のテーマとして，「学習者間および学習者・教師間

で成立する言語等を含めた様々なコミュニケーション

が，図画工作・美術科の学びにどのような効果をもた

らすのか」を掲げ，60余名の参加者を得て研究発表お

よび討議を行った。本稿では，研究発表および登壇者・

フロア参加者の議論の概略を報告する。なお，研究発

表者は，隅敦（富山大学）＋安江有沙（白山市立明光

小学校），竹内晋平（奈良教育大学）＋長友紀子（奈良

教育大学附属中学校），藤井康子（大分大学）の３組で

あった。指定討論者に山口喜雄氏（前 宇都宮大学），

ファシリテーターに三根和浪氏（広島大学）をそれぞ

れお迎えし，副代表理事・山木朝彦氏（鳴門教育大学）

からは開会に際し，温かい激励のご挨拶をいただいた。 

 

２．研究発表 

隅敦・安江有沙による研究発表「若手教員としての

実技教科の授業力向上のための方途の提案 －授業力

向上に求められる教師の“発話”に着目して－」にお

いては，若手教員は授業力をどう向上させるのかを念

頭においた問題提起がなされた。初任時における体育

科の指導経験は，翌年度から担当した図画工作科の指

導にどのような影響を与えたか，その際の同僚や先輩

教員のアドバイスがどのように生かされているのかに

ついての質的な検討が報告された。本発表内で，研究

対象者（安江有沙）からも当時を振り返ったコメント

がなされ，教師教育研究をめぐる新たな発表手法とし

ての提案がなされた。発表の後半では，若年教員が実

技教科の指導に求められる授業力向上を図る上での課

題についての指摘がなされた。 

竹内晋平・長友紀子からは，「抽象絵画をめぐる俯瞰

的思考を通した美術理解 －中学校美術科学習におけ

る言語活動等に着目して－」と題した研究発表が行わ

れた。中学生が主体的に美術作品を鑑賞するにあたり，

思考をどのようにひろげ，美術をどこまで理解するこ

とが可能なのかを検討することに主眼が置かれた発表

であった。本発表では，＜身体と言語による思考＞を

とり入れた授業実践事例についての報告がなされ，生

徒による抽象絵画の追体験的活動についてのビデオ映

像の解釈とともに事後の自由記述の分析についての説

明が行われた。 

藤井康子による研究発表「アートと言語活動 －コミ

ュニケーションスキルを高めるための教科横断型学習

の提案－」では，グローバル化する社会で子どもが活

躍し続けるために必要な能力の一つ，コミュニケーシ

ョンスキルの向上を念頭に置いた提案がなされた。ア

ートと言葉活動による表現力を育む学習を通して，子

どもに言語の多様性の意義を理解させることは，豊か

な感性を培うことに繋がり，視覚言語（Visual 

language）と言語（Languages：日本語＋外国語（英語））

2016年度 美術科教育学会 リサーチフォーラム in 京都 2017.01.07 報告 

美術科教育における〈学習者×教師〉  -質の高い授業構築をめざして- 

隅敦（富山大学），竹内晋平（奈良教育大学）  
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の結びつきが，3 言語の相乗的な発達と駆使を促すこ

とができることについて詳細な説明があった。その後，

図画工作科と外国語活動との教科横断型学習のための

教材開発と指導法の在り方等，CLILについての具体的

な事例報告がなされた。 

 

３．ディスカッションおよび指定討論 

３つの研究発表後は，ファシリテーターの三根和浪

氏からの方向付けによってディスカッションが行われ

た。三根氏から冒頭で，本リサーチフォーラムのサブ

タイトルである「質の高い授業構築」を実現するため

の教師の資質や能力とは何か，という議論の柱が示さ

れた。 

その後，指定討論者の山口喜雄氏から「個人の尊厳，

生物進化としての美術教育文化，教師のあり方，二極

化する学校，発達＋究極の学校教育課題に対する実践」

という５つの視点が示され，３組の研究発表者に対す

るレビューが行われた。とりわけ「二極化する学校」

の視点に関する議論においては山口氏の豊かな教職経

験に基づき，教育困難な状況において美術科教育に何

ができるのか，という点について複数の実例を示しな

がら提案がなされた。山口氏がかつて勤務した中学校

において，生徒が美術科の指導によって変容していく

プロセスについては，写真資料とともに具体的な説明

がなされ，臨場感を伴って参加者に示された。 

山口氏から提起された視点に基づき，登壇者それぞ

れの立場から，さらに以下のような意見が述べられた。 

・ 教師が図画工作科の指導力を向上させるため

には，図画工作科だけを指導していればよいと

いうことではない（隅） 

  ・ ほかとの違いをよさとして価値づけて，受け

入れることを通して自己の感性を高めていく。

これが美術科教育そのものであり，グローバル

化の時代の人材育成につながる（藤井） 

  ・ 児童生徒が感じたことを互いに共感し合う，

教師が共感するということが，質の高い美術科

の授業構築には必要ではないか（竹内） 

フロアからは，石川誠氏（京都教育大学 名誉教授），
山木朝彦氏（鳴門教育大学），永守基樹氏（和歌山大学）

からの質疑をいただいた。石川氏からは３組の研究発

表に対して，実践的研究として求められる考察の視点

をご提示いただき，山木氏からは研究発表（藤井）に

関連し，「アートを語るときの英語と日本語の異同に着

目すべき」とのご示唆をいただいた。また，永守氏か

らは現在の美術科教育研究・教員養成をとりまく状況

の中で，「美術と人間に関わる言説」の重要性について

のコメントをいただいた。 

３氏からは，美術科の授業に中で言語やコミュニケ

ーションを効果的に機能させることができる教員を養

成するために必要な視点とは何か，言語等を実践的研

究において扱い，その質を担保するために必要な視点

は何か，いう点に関して重要な示唆をいただいたと考

えている。 
開始から３時間以上におよんだ本リサーチフォーラ

ムは，前副代表理事・宇田秀士氏（奈良教育大学）か

らの力強く和やかなご挨拶によって閉会となった。 
 
４．総括 

 今回のリサーチフォーラムで掲げた研究テーマは，

美術科の授業構築を考える上で，その質を左右する核

心であったと考えられる。当日のディスカッションや

質疑を通して，そのことを再確認することができた。

今後は，本リサーチフォーラムで登壇者や参加者の皆

様からいただいた多くのご示唆をもとにして研究テー

マに関する検討を重ね，実践的研究の質を高めるとと

もに，これからの美術科教員養成に何が求められるの

かにも常に目を向けていきたい。 
 最後になりましたが，登壇者の皆様，当日ご参加い

ただきました皆様，本学会理事・事務局の先生方に厚

く御礼申し上げます。ありがとうございました。 
 
※ 本リサーチフォーラムの記録冊子の刊行を計画し

ています。詳細については，本学会 Webサイト等で

お知らせする予定です。 
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